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を見いだす。 雷。策を立9。を設定す I:。題を調査I:を検討す I: を提案す
問題を見いだいくつかの解 学習課題を的利用可能なさいくつかの解 シナリオの状
し、シナリオの決策を立て、 確に設定し、 まざまなリソー決策を比較検況に適した、
事実から、推 これまでの学解決策と学習スを駆使し、 討し、それぞ 妥当な最終解
察しうる原因も習や経験とも課題の関連か信頼性に注意れの有効性や決策を提案し
含め、問題と 結びつけて、 ら必要性を述して、正しい内実行可能性をている。解決
した理由を述 解決策の立案ぺている。 容を学習して 考察している。策をより効果






































































































































平均値標準偏差 a係数 9 再検査信頼性係数
(n=31) (n=ll) 
内発的目標志向 3 71 1 25 - 85 外発的目標志向 2 93 1 02 77 97 
自己効力感 3 31 1 02 81 81 
リハーサル方略 2 85 1 24 77 79 
精緻化方略 305 1 21 79 91 
体制化方略 2 55 114 82 81 
批判的思考方略 3 25 112 75 89 




























































2前期の問題解決能力 70• — 
3内発的目標志向 35'21 -
4外発的目標志向 04 00 04 -
5自己効力感 -02 09 19 07 -
6リハーサル方略 34'10 37'32'09 -
両年度(n=42) 2013年度(n=24) 2014年度(n=18) 7精緻化方略 38• 31• 56• 08 12 27 -
平均値標準偏差平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 8体制化方略 32 * 31 * 44 * 35 * 14 46 * 52 *— 
後期の問題解決能力 1 46 034 1 44 041 1 50 024 9批判的思考方略 36• 32• 65• -10 38• 13 54• 49• — 
前期の問題解決能力 1 20 041 110 039 1 34 041 10主体的な授業態度 48 * 4 7 * 43 * -11 08 13 47 * 45 * 70 * 
内発的目標志向 392 0 57 3 92 056 3 92 059 
外発的目標志向 311 084 304 083 321 0 87 
自己効力感 3 30 046 333 033 326 060 
リハーサル方略 3 30 0 74 345 0 70 311 0 76 
精緻化方略 4 07 051 404 040 410 064 
体制化方略 3 46 0 74 330 059 3 68 0 87 
批判的思考方略 3 87 053 3 79 051 3 97 055 




差 df 0.5 
(2014-2013) 標準誤差 （自由度） t値
後期の問題解決能力 a 06 010 37 80 0 56 n.s. ゜前期の問題解決能力 0 22 012 37 62 1 74 n.s. 前期 後期
内発的目標志向 000 018 35 53 0 00 n.s. 
外発的目標志向 017 0 27 35 95 0 63 n.s. 
自己効力感 -0 07 016 24 59 -045 n.s. 
リハーサル方略 -0 34 0 23 34 79 -1 47 n.s. 
精緻化方略 a 06 017 26 89 0 32 n.s. 
体制化方略 038 024 28 52 1 60 n.s. 
批判的思考方略 018 017 35 20 1 09 n.s. 


















































































標準偏回 標準偏回 95%CI 95%CI 偏決定 VIF 
帰係数 帰係数 下限 上限 係数
前期の問題解決能力 0 70 * 0 60 * 0 35 0 85 43 1 28 
内発的目標志向 003 -0 30 0 35 00 2 20 
外発的目標志向 008 -019 0 35 01 1 55 
自己効力感 -018 -0.43 0 06 07 1 25 
リハーサル方略 0 34 * 0.06 0 61 16 1 61 
精緻化方略 004 -0 26 0 33 00 1 86 
体制化方略 -0 24 -0 59 012 05 2 64 
批判的思考方略 015 -0 23 0 52 02 2 95 
主体的な授業態度 0 21 -016 0 58 04 2 78 
R' 49 * 63 * 
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